
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

壬生町家庭教育支援チーム 

 

 

②活動拠点 
壬生町内の小中高１１校、子育て支援センター、児童館 

壬生町内の保育園および幼稚園 等 

③活動範囲 壬生町内全域 

④組織体制 

 

   ６ 人 

家庭教育オピニオンリーダー５名、行政職員１名 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

壬生町教育委員会事務局生涯学習課 

（TEL）0282-81-1873   （E-mail）gakusyu@town.mibu.tochigi.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・講師とのアポイント 

 保護者のニーズにあった多様な講師選択をする。 

・学校・幼稚園・保育園・こども未来課等とのアポイント 

 時期、日程調整、当日の運営など 



・当日の運営 

 司会、会場調整、託児ボランティアとの打合せ、託児のおもちゃ等 

・当日の講師接待 

・子育て・親育ち講座の企画・運営 

 昨年度の反省に基づいた企画・運営 

・アンケートの作成とその集計 

 各講座にアンケートを実施し、集計する。 

・啓発用チラシ作成 

 各講座に講座案内や講師紹介等のチラシを作成する。 

 家庭教育支援チームの紹介などのリーフレットを作成する。 

・家庭教育支援チーム員打ち合わせ会議の開催 

 毎月１回程度の打ち合わせ会議の開催 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・受講者アンケートの分析結果や家庭教育における今日的課題を踏まえ、

地域の実情や参加者のニーズに応じた多様な講座を毎年４０程度企画・運

営している。令和５年度より、町内にある壬生高校も含めた小・中・高校にお

いて、学校行事やＰＴＡ行事と併せて講演・講座を実施し、保護者同士の交

流、保護者が家庭教育について学ぶ機会を多く提供している。孤立した子

育て、親の子育てに関する不安や悩みの解消、家庭教育力の向上に大い

に寄与している。各学校の参加対象者数に対する参加率も非常に高く、参

加者からの感想も好評で、本活動が家庭教育に関する学びの場として高い

学習効果をあげている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


